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新潟市教育ビジョン
第３期実施計画～NEXT&NEW～

平成29年度

平成30年9月

新潟駅新潟駅

平成29年度 施策の点検と評価（ダイジェスト版）

平成29年度　施策評価一覧教育ビジョン推進委員からの主な質問・意見･要望

施策1-(1） 「社会の変化や新たな課題に対応できる教育の推進」
○ 　学習支援員研修会は，なぜ希望制なのか。学校によっては，子どもたちと向き合う姿勢についても違う

視点があると思うが。
�　昨年度では元教員が20名。塾の講師や学習ボランティア経験者が33名であり，教育に携わった方も多く，希望
制で行うこととした。

（委員からの要望）子どもと向き合う共通認識とか，必要な視点を学ぶためにも，研修を呼び掛けてほしい。

施策1-(3） 「基礎・基本を身に付ける教育の推進」
○ 　全国学力・学習状況調査の結果で，中学校が小学校に比べて数値が低いという記載があるが，その対策

はあるのか。
 　『新潟市の授業づくり』に基づき，何を学ぶのかを明確にし，また何を
学んだのかを子どもたち全員に共有させたり，振り返らせたりするという
授業の一つのパターンを取り入れている。中学校は若干その実施率が低い
ため，その推進を図っている。もう一つは，新潟市全体の問題であるが，
家庭学習が多くないため，その改善策に着手している。

施策1-(5） 「学習習慣の定着」
○ 　全国学力学習状況調査の結果を見ると，中学３年生の方が小学校６年生より勉強しないという状況が，

以前からずっと続いている。その状況に対して取組はあるのか。また保護者にもしっかりと伝えることが
必要ではないか。

 　中学生が少ないのは様々な要因がある。『家庭学習リーフレット』を教育委員会で作成し，それに基づいた取組
が各校で始まっている。例えば，学校にいるうちに家庭学習のスタートをしたり，家庭で行ってきた学習を学校
で確認する等である。また各区ミーティングの際に全国学力・学習状況調査結果を知らせ，家庭学習を含めた課
題を伝えている。

施策1-(6)　「読書活動の推進と新聞活用の充実」
○ 　新聞購読者が減っている中，なぜ「週１回以上新聞を読む中学生の割合が全国平均を上回る」指標を設

けているのか。
�　NIE（新聞活用教育）を，新潟市も推進し，予算を使って各学校に新聞を配備することを実施しており，その
成果を確実に把握する必要があるため。また，子どもたちに読む力をつけるため，学校図書館活用推進事業を実
施しているためである。

○ 　家庭で購読率が減っているという数字とかはあるのか。
��（�委員による回答）「書道の時間に新聞を家から持ってきて」との指示に，持ってこられない子ど
もが大変増えてきている。そのため新聞のある環境をつくる，また授業で新聞を活用すること
はとても大切である。

施策2-(1)　「いのちの教育・心の教育の推進」
○ 　教育において家庭の問題は大きいと思うが，「子育て出前学習講座」は全学校の何パーセントで実施でき

たのか。またどのように講師を派遣し，どのような内容を話しているのか。
�　昨年度，小学校は107校中，101校で実施した。中学校は57校中，21校。就学児健診や新入生学校説明会時など
に実施し，学校の希望で講師を紹介している。テーマは「家庭教育の大切さ」。主な内容は基本的生活習慣とし
つけ，家庭でのルール，思春期における親の関わりなど。

○ 　他者の権利や主張に対して寛容に耳を傾けるという態度の根底には，自分を尊いと思える想いが大切で
ある。この自尊感情を高める働き掛けは，どのような場面で，どのような意識を持って，どのような取組
をしているのか。 

�　「自分自身には良いところがあると思う」という自尊感情を育む取組は，学校教育の様々な場面で行ってい
る。一人一人の良さを認め，その子の個性を生かしていくことを，授業でも，様々な教育活動の中でも行ってい
る。次回は具体的な事例を挙げて例示したい。

施策2-(8)　「青少年の健全育成の推進」
○ 　若者支援センター（オール）の活動で，ユースアドバイザーとの関わりが年間6,235回とあるが，どのよ

うなことを行っているのか。
�　引きこもりや課題を抱えている若者との相談を通じて，居場所づくりや社会とのつな
がりをつくっている。その相談業務等を行っているのが37名のユースアドバイザーであ
り，若者の来館数である。

○ 　高校中退者の未然防止のため，「にいがた若者応援ネット」の活動とはどのよう
なことか。
�　保護者や高校生，担任教師等との相談の機会を設け，改善のためにアドバイスを行っ
ている。月１回，明鏡高校で実施している。

施策4-(1)　「子ども一人一人のニーズと課題に対応した特別支援教育の推進」
○ 　特別支援教育は，配慮を要する子どもたちがたくさんいる中で，これからの教育にとても必要なことで

ある。研修会の指標は当初から変わらずに1,500人と設定されているが，その設定理由と主な対象者を教
えてほしい。
�　特別支援学級担当者を中心に研修を実施している。また合理的配慮セミナーなどは担当者だけではなく，管理
職や他の教職員も受けられるようにしている。特別支援教育担当者が増えたことにより参加者も増えているの
で，指標設定については今後検討が必要と思っている。

施策10-(2)　「保護者や地域と連携した安心な学校づくりの推進」
○ 　５月の西区における女子児童殺害事件を踏まえて，市民自体が子どもの防犯のために意識を高め，対応

しなければならないことである。指標は100パーセント達成という結果であるが，果たしてそれが実効性
のある活動になっているのかという検証が必要であり，今後はその検証を踏まえた指標にすることが必要
ではないか。
�　この指標については今後見直す必要がある。５月末頃までに，全小学校で緊急の通学路の安全点検を行う。
PTAや子どもたちを見守っている方々，団体から緊急点検をしてもらうと共に，より有効な方法も検討してい
く。体制の整備や施策内容の検討は今後の課題と考えている。

　�（委員の要望）神奈川県藤沢市では，ホットスポットパトロールと言って，防犯のポイントを研修している事例
があるので参考にしてほしい。

施策11-(1)　「効果的な指導を支援する施設設備の充実」
○　タブレット端末の他，ICTの各学校への導入についてはどのように考えているのか。

�　タブレット端末などICTの導入については，計画的に整備を進めていくと共に，併せてソフト
の活用を図っていく。

施策12-(2)　「教職員への支援体制の充実」
○ 　指標１は教職員の多忙を表していると思う。「平成29年度の取組」に学校閉庁日が取り入れられ，新聞等

でも教職員の多忙化解消の記事が掲載され，大変良い方向に向かっている。是非引き続きスピードを上げ
て，確かな成果を感じられるものにしてほしい。
�　第２次多忙化解消行動計画の策定の過程で出退勤管理システムを開発し，教職員の勤務実態を把握できるよう
になった。月当たり平均時間外勤務時間を45時間以下に設定し，年次有給休暇取得日数を14日以上と示してい
る。また各校での多忙化解消の取組を，研修会やホームページ上で共有化できるようにしている。

※ 紙面の関係で，主な「質問・意見・要望」を記載しています。

基本施策（13 施策） 施　　策（54施策）
網掛…■は【NEXT】に該当する８施策    ■は【NEW】に該当する12施策

H29 施策評価
（３期進捗）

1 確かな学力の向上 1--(1) 社会の変化や新たな課題に対応できる教育の推進 4.3 

4.1 

1--(2) 学び続ける資質・能力を育むキャリア教育の推進 4.0 
1--(3) 基礎・基本を身に付ける教育の推進 4.1 
1--(4) アグリ・スタディ・プログラムの推進 4.0 
1--(5) 学習習慣の定着 5.0 
1--(6) 読書活動の推進と新聞活用の充実 3.3 

2 豊かな心と健やかな身体の育成 2--(1) いのちの教育・心の教育の推進 4.1 

3.9 

2--(2) 一人一人の成長を促す生徒指導の推進 3.2 
2--(3) 体験活動・ボランティア活動の充実 3.5 
2--(4) 文化・芸術活動体験の推進 5.0 
2--(5) 体力づくりの推進 4.5 
2--(6) 健康づくりの推進 3.5 
2--(7) 食育の推進 2.8 
2--(8) 青少年の健全育成の推進 4.2 

3 創造性に富み，世界と共に生きる力の育成 3--(1) 地域学習の充実 5.0 

4.5 
3--(2) 外国語教育・国際理解教育の充実 4.5 
3--(3) 情報教育の充実と ICT を活用した教育の取組 4.7 
3--(4) 主体的な取組を促す環境教育の推進 4.5 
3--(5) 海外帰国・外国人児童生徒への教育の推進 4.0 

4 共生社会の実現を目指すインクルーシブ教育シス
テムの推進

4--(1) 子ども一人一人のニーズと課題に対応した特別支援教育の推進 5.0 
5.0 4--(2) 特別支援教育のサポート体制の推進 5.0 

4--(3) 早期からの就学相談・支援の充実 5.0 
5 校種間・学校間連携を活かした特色ある学校・園

づくり
5--(1) 新潟市にふさわしい小中一貫した教育の取組 4.0 4.0 5--(2) 幼児教育の充実と幼保小連携の推進 4.0 

6 人権を守り共に支え合う社会の推進 6--(1) 人権教育，同和教育の推進，男女平等教育の推進 4.6 4.3 6--(2) 交流 ・ 体験活動の推進 4.0 
7 家庭教育の充実と子育て支援 7--(1) 家庭教育充実への支援 4.3 4.2 7--(2) 子育て支援の充実 4.0 
8 生涯を通じて学び育つ学習機会の充実 8--(1) 主体的な学習を支えるシステムづくり 4.0 

4.4 8--(2) 学び育つ各世代への支援 4.3 
8--(3) 地域における生涯学習活動への支援 5.0 

9 地域と学校・社会教育施設が協働する教育の推進 9--(1) 地域と共に歩む学校づくりの推進 4.5 

4.4 

9--(2) 広報広聴活動の推進 4.0 
9--(3) 学校・地域・NPO 等の協働の推進 4.5 
9--(4) 高等教育機関及び企業との連携推進 4.7 
9--(5) 子ども・保護者・地域住民の学校運営への参画 4.0 
9--(6) 市民の生涯学習施設運営への参画 4.5 

10 学びのセーフティネットの構築に向けた取組の推進 10--(1) 防災・安全教育の充実 4.0 

4.0 10--(2) 保護者や地域と連携した安心な学校づくりの推進 4.0 
10--(3) 安全な学校施設 4.0 
10--(4) 学びを支援する体制の整備と充実 4.1 

11 学校教育 ･ 生涯学習環境の基盤整備 11--(1) 効果的な指導を支援する施設設備の充実 4.0 

3.9 11--(2) コミュニティの拠点としての学校整備 4.0 
11--(3) 学校施設の整備 4.0 
11--(4) 生涯学習施設を核とした学習環境の整備 3.7 

12 市民に信頼される教育関係職員の育成 12--(1) 教育関係職員の研修プログラムの充実 4.7 

3.8 12--(2) 教職員への支援体制の充実 2.7 
12--(3) 信頼される教職員の採用・登用・配置 4.0 
12--(4) 教育関係職員の人事管理の適正化 4.0 

13 ニーズと課題に応える教育行政の創造 13--(1) 新潟らしい教育改革の推進 4.0 

4.0 
13--(2) 効果的・効率的な執行体制の整備
13--(3) 教育情報の収集と発信 4.0 
13--(4) 学校適正配置
13--(5) 教育施策の管理と適切な評価 (4.0)

　新潟市教育ビジョン第３期実施計画平成 29 年度施策最終評価において，全施策の数値評
価の平均は 4.17，NEXT&NEW の平均は 4.22 となった。
　教育ビジョン全 54 施策のうち，数値評価できるものが 51 施策あるが，昨年度と比較す
ると次のように変わった。
 ・ 指標を達成した施策（評価５と４）は 45 施策であり，昨年度よりも２施策増加し，割合

も 84.3% から 86.3% に増加した。
 ・ 目標を達成できなかった施策（評価３と２と１）は７施策であり，昨年度よりも２施策

減少し，割合も 15.7% から 13.7% に減少した。また評価１の施策はなくなった。
　これらにより，13--（５）教育施策の管理と適切な評価における「３期進捗平均」は評価
４となり，第３期実施計画において施策は着実に実施され成果を挙げていると判断できる。
但し，目標を達成できなかった７施策については，今後，その状況の分析や平成 30 年度に
向けた改善策が必要と考える。

施策評価の総括
施策評価の平均 
　全施策の平均 4.17
　NEXT & NEW の平均 4.22
 
施策評価の分布 
　施策評価５ （平均評価 5.0 の施策数÷ 51 施策× 100） 13.7%
　施策評価４ （平均評価 4.0 以上 5.0 未満の施策数÷ 51 施策× 100） 72.5%
　施策評価３ （平均評価 3.0 以上 4.0 未満の施策数÷ 51 施策× 100） 9.8%
　施策評価２ （平均評価 2.0 以上 3.0 未満の施策数÷ 51 施策× 100） 3.9%
　施策評価１ （平均評価 1.0 以上 2.0 未満の施策数÷ 51 施策× 100） 0.0%

　平成30年５月に開催された第39回新潟市教育ビジョン推進委員会において，推進委員からいただいた
主な質問・意見・要望と，それに対しての教育委員会の回答は次のとおりです。

（ ○ … 教育ビジョン推進委員　　  … 教育委員会の回答 ）



□研修プログラムの改善により，講座受講
者の満足度と活用度が目標を上回った。
〇講座修了後の受講者満足度評価，肯定的評
価は，キャリアステージ研修95％，専門研修
83％であった。実施した全研修講座115講座の
平均では，88％となった。受講者とマンツーマ
ンで行う授業づくり研修の実施など，個々の受
講者のニーズに対応した丁寧な研修システムの
実施が評価された。
〇マイスター養成塾には，平成28年度入塾生８
名，平成29年度入塾生８名，過年度生１名，計17
名が受講した。月２回のペースで指導主事研修を
実施し，指導主事の指導力向上を図ってきた。ま
た，外部指導者を依頼して全ての受講者の専門
教科に対応したり，複数の指導主事で指導にあ
たった。結果，新たに11名の修了者を増やした。

○生涯学習・社会教育関係職員の意識共有を図り，専門性を高めるため
管理職研修を開催した。（９月７日，参加者57名）

指標1 各研修講座における受講者の満足度と活用度（％） H29評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 80.0 85.0 85.0 88.5
進捗状況 80.0 87.0 87.5 88.1
指標2 マイスター養成塾修了者（人） H29評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

5指標目標 102 108 110 128
進捗状況 102 103 110 121
指標3 学社民融合研修会の実施（回） H29評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

5指標目標 7 7 7 8
進捗状況 7 7 7 8

12－（１）教育関係職員の研修プログラムの充実
主な事業　・教育関係職員の研修プログラムの一層の充実
　　　　　・学社民融合研修の推進

H29施策評価 4.7

市民から信頼される学校・教育機関となるよう，人材の育成と職
場の環境整備を進めます。

□市民の学習活動の場の確保に努めた。
○にいがた市民大学では，前期講座で講義形
式により大学コンソーシアム連携講座を実施し
たり，市民ニーズを講座企画に盛り込む等，時
代や社会の要請に応えた専門性の高い講座を
合計５講座開設し，市民の学習要求に応えた。
後期講座では，ゼミナール形式で３講座を開設
し，講師の指導のもと少人数で主体的な学習を
進めた。また，学んだ成果をレポート集としてま
とめ，中央図書館等に配置した。
○「第二次新潟市子ども読書活動推進計画」
に基づく事業の実施
・�ブックスタート事業を継続実施し，家庭での読
み聞かせの大切さを伝えるとともに，親子のコ
ミュニケーションづくりのきっかけとなるよう
働きかけた。（３月末時点で5,594名に実施）
・�赤ちゃんタイムの実施館を全図書館（19館）
に拡大し，赤ちゃんと来館する方が気軽に利
用できる環境の整備を進めた。
・�「こどもとしょかんウォークラリー」を開催し，
読書の楽しさと関心を高める機会を提供した。
（児童1,537名が参加）

８－（２）学び育つ各世代への支援
主な事業　・にいがた市民大学開設事業　　・現代的課題を学ぶ公民館事業
　　　　　・学習成果を発表する場の提供　・子どもの読書環境の整備
　　　　　・子どもが読書に親しむ機会の充実
　　　　　・仕事やくらしの課題解決のための情報提供事業

H29施策評価 4.3

子育てや各世代の学びに対する支援に努め，地域の教育力の活用
を推進します。

指標1 にいがた市民大学の受講率（％） H29評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0
進捗状況 84.5 122.5 112.5 92.0
指標2 現代的課題を学ぶ事業の実施 H29評価
Ⅳ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

指標目標 実施 実施 実施 実施
進捗状況 ─ 実施 実施 実施
指標3 文化祭・芸能祭等の実施 H29評価
Ⅳ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

指標目標 実施 実施 実施 実施
進捗状況 ─ 実施 実施 実施
指標4 児童書の貸出冊数（冊）（12歳以下の子ども1人あたり） H29評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 12.2 12.4 13.2 13.1
進捗状況 12.1 13.1 13.1 13.0
指標5 レファレンス受付件数（件） H29評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

5指標目標 72,000 72,800 90,000 99,000
進捗状況 69,600 83,157 94,580 98,077

の指導について研究を推進してきた。また，
個々の生徒の能力・才能を効果的に伸ばすこと
ができるよう，各教科・科目の授業を改善し，工
夫するための研究を行った。
○新潟IPC財団や中小企業診断士協会新潟県
支部，新潟県行政書士会，新潟雇用労働相談
センターといった複数の関連機関と連携して事
業を行うことで，図書館の資料に加え，市民に
対して幅広い情報の提供ができた。

指標2 にいがた市民大学の受講率（％） H29評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0
進捗状況 84.5 122.5 112.5 92.0
指標3 連携・協力の実施状況（連携事業数）（件） H29評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

5指標目標 9 9 9 9 9
進捗状況 9 11 11 10

世界とともに生き創造性を発揮する新潟の子どもや市民の育成を目指
し，コミュニケーション能力向上とICT活用への取組を進めます。

□小学校英語を含め，様々な研修により，
英語授業の充実を図った。
○全校にALTを配置し，外国語活動・外国語の
授業の充実を図った。また，毎月ALTの定例研
修会を実施し，研修内容を学校現場に報告し，
成果物等を教材化し，授業に生かしてもらった。
○９月20日に小学校，10月18日に中学校，10月30
日に高等学校，合計３校の研修協力校による公
開授業を行った。その実施に向け，３校合同の指
導案検討会を行った。小学校中学校において
は，それぞれ外部専門機関から指導者を招聘
し，指導案検討を行った。
○中学校教員の英語指導力向上を図るために，外
部専門機関より講師を招聘し，研修会を実施した。
○公開授業に向け，必要な教材等を購入した。

３－（２）外国語教育・国際理解教育の充実
主な事業　・外国語指導助手（ALT）配置事業
　　　　　・国際交流推進事業
　　　　　・外国語教育支援事業

H29施策評価 4.5

指標1 新潟市生活・学習意識調査（小6）で「外国語活動の勉強
が好き」と回答した児童の割合（％） H29評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 75.0 75.0 82.0 80.0

進捗状況 74.5 73.8 81.1 78.2

指標2 新潟市生活・学習意識調査（中3）で「外国語活動の勉強
が好き」と回答した生徒の割合（％） H29評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
5指標目標 56.5 56.5 57.0 61.0

進捗状況 56.0 54.6 56.7 60.6

３－（３）情報教育の充実とICTを活用した教育の取組
主な事業　・タブレット等ICT活用研修（教職員研修）

□小・中学校で，情報通信技術を活用した
協働学習や課題解決型の学習指導の実施
が着実に増えている。
○タブレット端末の写真機能や動画撮影機能
を使用して，授業に視覚的効果を加え，見て，
比べて，考える授業が多くなっていることが，計
画訪問や要請訪問からうかがえた。また，タブ
レット端末を活用して，児童生徒が主体的に対
話をする授業も増えてきた。タブレット端末活
用に関する研修については，年々教員の受講者
が増えている。

H29施策評価 4.7
指標1 コンピュータ等（タブレットPCを含む）の情報通信技術を活用して，子どもが学

び合う協働学習や課題解決型の学習指導を実施した小学校教職員の割合（％） H29評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

5指標目標 66.6 66.6 70.0 90.0 70.0
進捗状況 65.7 60.3 98.0 100.0

指標2 コンピュータ等（タブレットPCを含む）の情報通信技術を活用して，子どもが学
び合う協働学習や課題解決型の学習指導を実施した中学校教職員の割合（％） H29評価

Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
5指標目標 51.0 51.0 55.0 55.0 55.0

進捗状況 50.0 50.0 97.0 98.2
指標3 「アクティブ・ラーニング」の実施した学校の割合（％） H29評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 100.0 100.0 100.0 100.0
進捗状況 92.0 95.0 100.0 100.0

学校や公民館・図書館などにおいて，多様なニーズに応じた学習機会
の充実を図るため，企業や民間団体と連携する取組を始めます。

□高高等教育機関・企業等と連携・協力し，
多様なニーズに応じた学習機会を提供した。
○明鏡高等学校では，「高等学校における個々
の能力・才能を伸ばす特別支援教育モデル事
業」指定を受け，障がいのある生徒に対して，
個々の障がいの改善・克服を目的とした個別の
指導を取り入れていくために，通級指導教室で

H29施策評価 4.7９－（４）高等教育機関及び企業との連携推進
主な事業　・高等教育機関活用推進事業
　　　　　・図書館と教育機関・企業との連携・協力

指標1 高等教育機関からの専門的な情報提供，指導等を受けてい
る教育課題（課題） H29評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
5指標目標 2 3 3 4

進捗状況 1 2 3 4

□小中一貫教育についてのリーフレットを作
成配付し，一貫教育の方向性を周知するこ
とができた。
○小中一貫教育部会では，共通プログラムと独
自プログラムを整理するとともに，パイロット中
学校区の取組をリーフレットにまとめた。リーフ
レットを全市立学校に配付することで，新潟市
の小中一貫教育の方向を示すことができた。

○ほとんどの中学校区で学力や生徒指導に関す
る小中の情報交換が実施されており，6年生の体
験入学など，児童生徒の交流も進んでいる。小中
の円滑な接続のために，具体的な取組が行われて
いる。また，夏休みを中心に小中教員の合同研修
も計画・実施されており，新潟市が計画している小
中一貫教育の動向について先取りで研修を行う中
学校区もある。重点とする学び方を小中でそろえ
るなど，小中一貫教育の実施に向けて，各中学校
区で準備が進んできている。

□各種の研修会を通じて，幼・保・小の接
続カリキュラムについての意識・理解が高
まった。
○10月17日，小合東幼稚園で新潟市一貫教育
推進協議会幼保小連携部会主催による幼保小
連携研修会を実施し，幼児教育及び小学校接
続アプローチ・カリキュラムについての幼児教
育関係職員，小学校教員の意識及び理解が高
まった。

○保育園・私立幼稚園・こども園の研修会と市
立幼稚園の研究保育・研修会が相互に案内さ
れ，参加することにより，幼・保等の連携が図ら
れた。

５－（１）新潟市にふさわしい小中一貫した教育の取組
主な事業　・小中一貫教育パイロット事業
　　　　　・学校間連携推進事業

５－（２）幼児教育の充実と幼保小連携の推進
主な事業　・幼保小連携推進事業
　　　　　・幼保小合同研修会

H29施策評価 4.0

H29施策評価 4.0

未来の新潟を担う子どもたちの生きる力の育成のため，校種間
の連携をさらに強めます。小中学校においては，一貫した教育
への取組を始めます。また，幼保小連携の充実を図りながら新
潟市における幼児教育の方向性について検討を進めます。

指標1 新潟市一貫教育推進協議会（回） H29評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 発足 3 2 2
進捗状況 ─ 発足 3 2

指標2 新規パイロット事業実施中学校区数（延べ数）→H29～新潟市に
ふさわしい小中一貫した教育に取り組んだ中学校区数（延べ数） H29評価

Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 ─ 4 8 24 40

進捗状況 ─ ─ 4 8
指標3 学び方等，共通の取組を設定した中学校（校区数） H29評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 56 56 56 56 56
進捗状況 ─ 55 56 56

指標1 幼稚園・保育園との連携の充実を図り，小学校への円滑な
接続を図るための教育懇談会を実施した小学校の割合（％）H29評価

Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 10.0 95.0 100.0 100.0 100.0

進捗状況 ─ 90.0 100.0 100.0
指標2 接続を見通した教育課程の編成・実施が行われている小学校の割合（％）H29評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 10.0 40.0 70.0 70.0 70.0
進捗状況 ─ 30.0 72.0 72.0
指標3 接続を見通した教育課程の編成・実施が行われている市立幼稚園の割合（％） H29評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 27.3 90.0 100.0 100.0 100.0
進捗状況 ─ 81.2 100.0 100.0

指標4 隣接する小学校区における，幼稚園，保育園，小学校等の職員
を交えた研究保育を年間複数回実施した市立幼稚園の割合（％）H29評価

Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 18.1 63.6 90.0 90.0 90.9

進捗状況 ─ 54.5 90.0 90.0

学・社・民の融合による教育を推進します。

□学校とボランティア，そして公民館等の
協働がより一層進んだ。
○ふれあいスクール事業は，平成29年度に小学
校67校で実施した。また，ふれあいスクール運
営主任の研修会には，放課後児童クラブの支援
員も参加し，ふれあいスクールと放課後児童ク
ラブの連携についての研修や情報交換を行うこ
とで共通理解を図ることができた。ふれあいス
クール事業合同研修会参加者数は，第１回研修
会６月実施　参加者214名�うち放課後児童クラ
ブ支援員49名，第２回研修会10月実施　参加
者183名�うち放課後児童クラブ支援員42名。
○公民館出前型事業は，公民館と地域教育
コーディネーターと協働しながら講座の企画と
運営をし，地域団体と連携して防災講座や家庭
教育講演会，夏休みを利用した体験講座などを
実施した。

９－（１）地域と共に歩む学校づくりの推進
主な事業　・地域と学校パートナーシップ事業
　　　　　・ふれあいスクール事業
　　　　　・公民館出前型事業

H29施策評価 4.5

指標1 1校あたりの学校支援ボランティア（延べ人数） H29評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 1,240 1,270 1,640 1,670 1,700
進捗状況 1,210 1,531 1,611 1,664

指標2 ふれあいスクール週当たり開催（日数）→H29～ふれあい
スクール年間開催（1校当たり日数） H29評価

Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 2.00 2.10 49 51 53

進捗状況 1.93 1.97 2.02 49
指標3 土曜プログラムモデル実施校数（校）→H29～土曜プログラム活用校数（校） H29評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

5指標目標 4 4 20 24 27
進捗状況 ─ 4 4 24
指標4 公民館出前型事業の実施校数（校） H29評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

5指標目標 66 67 94 103
進捗状況 66 72 89 103

□すべての小学校が「アグリ・スタディ・プロ
グラム（ASP）」に基づく体験学習を実施した。
○ASP総合推進会議の検討内容を受け，各区
小学校代表校長（８名）と代表中学校長（４
名）からなるASP推進委員会を５月24日に開
催した。そこでは，総合推進会議で示された方
向性に基づいて，各区において具体的にどのよ
うに取り組むかについて情報交換を行った。
○教職員向けのASP研修会を４回開催した。
そこでは，搾乳体験などのASPの体験プログ
ラムを実際に体験するとともに，それを取り入
れた具体的な指導方法についての研修を行っ
た。参加者からは，すぐに自分の実践に活用で
きる研修内容との評価を得た。

１－（４）アグリ・スタディ・プログラムの推進
主な事業　・「アグリ・スタディ・プログラム」に基づく体験学習の推進事業 H29施策評価 4.0
指標1 「アグリ・スタディ・プログラム」に基づく体験学習を実施している小学校の割合（％）H29評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
進捗状況 100.0 100.0 100.0 100.0
指標2 アグリ・スタディ・プログラム評価・サポート委員会によるプログラムの検証率（％）H29評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 25.0 50.0 75.0 100.0 100.0
進捗状況 ─ 25.0 50.0 75.0

□読書活動推進により，中学校で不読率が
改善方向を示してきた。
○平成29年度学校図書館活用推進校実践報
告会を２月に行った。報告会を区ごとに行うこ
と，説明会と報告会に管理職も参加することに
よって，全校体制で学校図書館を活用した実践
が多く行われ，あわせて中学校区での実践も広
がった。
○新任学校司書研修は研修項目を増やし内容を
充実させて６回実施した。学校司書実務研修は，
全員を対象とした「学校図書館とＮＩＥ－新聞を
活用しよう」や各学校図書館支援センターの研修
を実施し，学校司書のスキルアップや業務の平準
化を進めた。
○新聞活用教育（NIE）推進校として，各区１校（小
学校８校・中学校８校）を４月に指定し，新聞を配
備。各校の新聞活用計画に基づき実践を進めた。

１－（６）読書活動の推進と新聞活用の充実
主な事業　・学校図書館活用推進校事業　　・学校図書館支援センター事業
　　　　　・学校図書館支援事業　　　　　・新聞活用の推進

H29施策評価 3.3

子どもの読書活動を推進するとともに，市民が自ら課題解決を図
るための読書環境を充実していきます。

指標1 学校図書館を活用した授業を「月に数回程度」行った小学校の割合（％）H29評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

3指標目標 78.0 79.0 80.0 81.0 82.0
進捗状況 77.2 75.6 46.8 74.7
指標2 学校図書館を活用した授業を「学期に数回程度」行った中学校の割合（％）H29評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

5指標目標 56.0 57.0 58.0 59.0 60.0
進捗状況 55.1 62.1 55.2 71.9
指標3 中学生の不読率（％） H29評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 12.0 11.5 11.0 10.5 10.0
進捗状況 12.1 12.3 11.8 11.4

指標4 ほぼ毎日新聞を読む中学生の割合が，全国平均を上回る（ポイント）→H29
～週に1回以上新聞を読む中学生の割合が，全国平均を上回る（ポイント） H29評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
1指標目標 2.8 2.8 2.8 2.8

進捗状況 2.7 1.0 1.1 1.6

確かな学力・豊かな心・健やかな身体を育む教育を進めます。

□すべての学校が，「アクティブ・ラーニン
グ」を取り入れた教育活動を実施した。
○第１回の研究主任研修会では，「アクティブ・
ラーニング」による主体的・対話的で深い学びの
実現に向けた各校の校内研修の進め方につい
て学び合うことができた。その結果，多くの学校が
見通しをもって取り組んでいることが計画訪問，要
請訪問の様子から分かった。

○学校訪問を通じて「アクティブ・ラーニング」によ
る主体的・対話的で深まりのある授業を推進する
よう働き掛けてきた。その結果，教職員一人一人が
「アクティブ・ラーニング」を進めることで，社会の
変化や課題に適切に対応できる力を育むことがで
きるという意識を高めることができた。また，ようやく，
ESD（持続可能な開発のための教育）の概念が
各教職員に浸透してきている。

○５月にアフタースクール学習支援員連絡会を
行い，今年度の概要を説明した。６月からアフター
スクールの講座を開始した学校もある。全体での
一斉授業と個別支援の両面から，生徒の能力や
ニーズに応じた学習支援を展開している。

１－（１）社会の変化や新たな課題に対応できる教育の推進
主な事業　・持続可能な開発のための教育（ESD）推進事業
　　　　　・「アクティブ・ラーニング」による教育活動の推進
　　　　　・アフタースクール学習支援事業

H29施策評価 4.3

指標1 ESDを自校の教育活動に位置付けている学校の割合（％） H29評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

5指標目標 20.0 50.0 75.0 85.0
進捗状況 ─ 42.5 72.0 85.0
指標2 「アクティブ・ラーニング」を実施した学校の割合（％） H29評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 100.0 100.0 100.0 100.0
進捗状況 92.0 95.0 100.0 100.0
指標3 放課後の学習支援をする中学校（校） H29評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 56 56 56 56
進捗状況 ─ 56 56 56
指標4 環境教育に関する実践的な取組を広報する（回） H29評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 1.0 1.0 1.0 1.0
進捗状況 1.0 1.0 1.0 1.0
指標5 環境教育事業の実施 H29評価
Ⅳ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
指標目標 実施 実施 実施 実施
進捗状況 実施 実施 実施 実施

□継続した授業改善の取組により，全国学
力調査で，全国平均正答率を上回った。
○【�全国学力・学習状況調査による学力実

態：正答率】
・国語Ａ� 小学校：77.9％（全国比+3.1）
� 中学校：77.4％（全国比�０）
・国語B� 小学校：61.2％（全国比+3.7）
� 中学校：73.6％（全国比+1.4）
・算数数学A� 小学校：81.2％（全国比+2.6）
� 中学校：66.1％（全国比+1.5）
・算数数学B� 小学校：48.3％（全国比+2.4）
� 中学校：49.2％（全国比+1.1）

○算数・数学の単元評価問題等の配信を継続
した。活用方法が定着してきていると同時に，
「指導の要点」をもとに指導を行い，評価問題に
取り組む学校が増えてきた。

○理科支援員配置の希望の募集を行い，92校
の希望があり，これまでの配置状況を検討し，
今年度39校に理科支援員を配置した。各校で
有効に活用され，理科の授業の観察・実験等が
円滑に進められ，大変助かっているという声が
寄せられている。

○授業改革の三つの重点として，「質の高い学
習課題」「主体的・対話的で深い学び」「振り
返りの確実な実施」を掲げ，指導主事訪問，各
種研修の機会に繰り返し周知徹底した。指導
主事訪問で参観した授業では，ペアやグループ
による話し合い、学び合い，ファシリテーション
を取り入れた授業を通して，児童生徒が自分の
考えを発表したり，考えを深めたりする場面が
多く見られた。

１－（３）基礎・基本を身に付ける教育の推進
主な事業　・学力実態調査　　　・学習支援員派遣事業
　　　　　・学力定着支援事業　・理科大好きプロジェクト

H29施策評価 4.1

指標1 全国学力調査Ｂ問題（小６・国語）で全国平均を上回った児童の割合（％）→H29～全国
学力調査Ｂ問題（小６・国語）で全国平均正答率に対する新潟市平均正答率の割合（％） H29評価

Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 61.7 61.9 104.0 104.0 104.0

進捗状況 70.7 68.5 63.5 106.4

指標2 全国学力調査Ｂ問題（小６・算数）で全国平均を上回った児童の割合（％）→H29～全国
学力調査Ｂ問題（小６・算数）で全国平均正答率に対する新潟市平均正答率の割合（％） H29評価

Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 59.7 59.9 104.0 104.0 104.0

進捗状況 73.4 56.0 50.0 103.3

指標3 全国学力調査Ｂ問題（中３・国語）で全国平均を上回った児童の割合（％）→H29～全国
学力調査Ｂ問題（中３・国語）で全国平均正答率に対する新潟市平均正答率の割合（％） H29評価

Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 53.2 53.4 104.0 104.0 104.0

進捗状況 67.3 66.1 49.0 101.9

指標4 全国学力調査Ｂ問題（中３・数学）で全国平均を上回った児童の割合（％）→H29～全国
学力調査Ｂ問題（中３・数学）で全国平均正答率に対する新潟市平均正答率の割合（％） H29評価

Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 61.2 61.3 104.0 104.0 104.0

進捗状況 62.8 48.2 52.0 102.3

指標5 児童質問紙「授業では，自分の考えを発表する機会が与えられてい
たと思いますか」で，肯定的な回答をした児童（小６）の割合（％）H29評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 84.0 84.5 85.0 86.0

進捗状況 83.1 87.7 87.4 88.7

指標6 児童質問紙「学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げた
りすることができていると思いますか」で，肯定的な回答をした児童（小６）の割合（％） H29評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 70.5 71.0 72.0 73.0

進捗状況 69.8 70.7 74.4 74.3

指標7 生徒質問紙「授業では，自分の考えを発表する機会が与えられてい
たと思いますか」で，肯定的な回答をした生徒（中３）の割合（％）H29評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
5指標目標 80.0 80.5 81.0 84.0

進捗状況 79.1 85.0 84.2 86.1

指標8 生徒質問紙「学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げた
りすることができていると思いますか」で，肯定的な回答をした生徒（中３）の割合（％） H29評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 70.0 71.0 72.0 73.0

進捗状況 69.0 70.5 71.6 73.2

共生社会の実現を目指すインクルーシブ教育システムの構築に
向けた取組を始めます。

指標1 日本語指導協力者の指導により，日常会話ができるようになった子どもの割合（％） H29評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 85.0 85.0 85.0 85.0 85.0
進捗状況 85.0 81.8 82.1 85.0

□海外帰国・外国人児童生徒が学校生活に
スムーズに適応できた。

３－（５）海外帰国・外国人児童生徒への教育の推進
主な事業　・日本語指導協力者派遣事業
　　　　　・外国人児童生徒への支援体制の整備

H29施策評価 4.0

○各学校から要請のあった対象児童生徒38名（26か校）に対して，延べ26名の日本語指導協力者を派遣した。
○母語がわかる支援員の派遣も継続して行ったことで，日本語の上達だけでなく，対象児童生徒の生活が落ち着き，学校生活
にスムーズに適応できたという事例が報告されている。

□特別支援教育に関する公的研修を通じ
て，インクルーシブ教育システムの認識が
高まった。

○コーディネーター研修会１回，合理的配慮セミナー研修会3回を計画通り実施。充実した内容になり，専門性向上に寄与した。
○総合教育センターの研修会では11の講座を企画運営して，452名の参加者があった。職員それぞれのキャリアに応じた研
修の機会を提供し，専門性の向上に寄与した。
○通級指導教室担当者を対象にした研修会や部会を開催し，個々のスキルアップと情報の共通理解ができた。

４－（１）子ども一人一人のニーズと課題に対応した特別支援教育の推進
主な事業　・インクルーシブ教育システム構築の推進事業 H29施策評価 5.0
指標1 各年度内に特別支援教育に関する公的研修を受講した教員

（幼・小・中・高）（人） H29評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

5指標目標 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500
進捗状況 1,500 1,616 1,585 1,749

ニーズと課題に迅速に対応できる教育行政のシステムづくりと
学びのセーフティネットの整備を進めます。

□「防災教育」学校・地域連携事業により，
小中学校及び地域と連携した自校化プロ
グラムの作成が進んでいる。

10－（１）防災・安全教育の充実
主な事業　・「防災教育」学校・地域連携事業（ふるさと新潟防災教育推進事業） H29施策評価 4.0

○「防災教育」学校・地域連携事業に33校を指定し，各中学校区における防災教育の現状と課題を共有し，小中及び地域と連携し
た自校化プログラム作成について協議を行っている。
○各実践校では，地域と連携した避難訓練を行うなどの取組が行われるようになり，少しずつ地域と連携した取組が広がってきた。

指標1 「防災教育」学校・地域連携事業指定校数（校・累計） H29評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 34 68 102 136
進捗状況 8 34 69 102

□小学校新入学生の「入学支援ファイル」の
より一層の活用のため，目的や活用例を説明
した。

４－（３）早期からの就学相談・支援の充実
主な事業　・早期からの就学支援の推進 H29施策評価 5.0

○就学前の保護者・幼児教育・保育・療育・相談機関からの願いと支援情報を学校に引き継ぎ，個別の教育支援計画作成
ツールである「入学支援ファイル」を，相談に来た保護者に説明した上で配付した。
○小学校新入生の「入学支援ファイル」の活用状況調査において，「入学支援ファイル」の提出数は362人であり，全新入生
に対し，5.6％の割合である。特別支援学級在籍児童の提出数の割合は87.4％であった。年度初めに市内全小学校に「入学
支援ファイル」を配付し，目的や活用方法について説明し，連携を促した。

指標1 入学支援ファイルの活用件数（年度ごとの数） H29評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

5指標目標 300 350 310 350
進捗状況 280 331 315 362

10－（４）学びを支援する体制の整備と充実
主な事業　・就学援助事業　・奨学金貸付事業（高校～大学院）
　　　　　・社会人奨学金貸付事業 □就学援助事業，奨学金貸付事業を着実

に実施し，保護者や採用者に対しての経済
的負担の軽減を図った。
○就学援助は，私立学校も含めて全ての小・中
学校で，年２回（４月，10月）保護者全員に「就学
援助制度についてのお知らせ」を配付した。児童
生徒数58,567人のうち，認定者14,599人の保護
者に対して，学校にかかる学用品費や給食費等
の一部を援助し，保護者の経済的負担の軽減を
図った。また、小学校の新入学学用品費の早期
支給に向け調整を図り３月支給を行った。
○奨学金制度は，募集定員117人に対し，募集
定員を上回る136人の申請があった。選考基準
を満たす130人を採用決定し，貸し付けを行い，
高等教育の機会均等を図った。本市への定住
促進を図るため，返還者に「返還特別免除制
度」チラシを納付書に同封した。
○社会人奨学金制度は，募集定員９人に対し，
２人の申請があった。申請者全員が選考基準を
満たし採用を決定し，キャリアアップを目指す
社会人学生に対して経済的支援を行った。

H29施策評価 4.1

＊指標5～7は再掲のため省略

指標1 就学援助制度の保護者への周知率（％）小学校 H29評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
進捗状況 100.0 100.0 100.0 100.0
指標2 就学援助制度の保護者への周知率（％）中学校 H29評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
進捗状況 100.0 100.0 100.0 100.0
指標3 奨学生（高校～大学院）の採用率（％） H29評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 100.0 100.0 100.0 100.0
進捗状況 100.0 100.0 100.0 100.0
指標4 奨学生（社会人）の採用率（％） H29評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 100.0 100.0 100.0 100.0
進捗状況 100.0 100.0 100.0 100.0

○学力・体力に自信をもち，世界と共に生きる心豊かな子ども
○生涯を通じて学び育つ，創造力と人間力あふれる新潟市民

目指す子どもの姿・市民の姿

学・社・民の融合による教育の推進

□いじめ未然防止に関する取組が進んでいる。
○「新潟市いじめの防止等のための基本的な
方針」の改定に伴い，この説明会を，校長を対
象として実施し，本市のいじめ対応の考え方や
体制・組織等についての周知を図った。
○児童・生徒の自律性・社会性の育成及び問題
行動への適切な対応に向けて，学校訪問等の
機会をとらえて，生徒指導ガイドブック・リーフ
レットの内容に基づいた指導・支援を行った。
○各学校からの欠席報告を確実に行い，各区
教育支援センター，教育相談センター，訪問教
育相談員，各区教育相談室など，不登校に関わ
る機関で情報を共有し，不登校の未然防止の
意識を高めた。不登校数の多い学校には，直接
学校訪問し，減少に向けた取組について指導し
た。しかし，不登校は増加傾向であった。不登
校の改善・解消も見られたが，新たな不登校の
発生が上回ったためである。したがって，これま
での取組を強化・継続するだけでなく，初期対
応に重点を置いた新たな不登校の未然防止策
が必要である。

H29施策評価 3.2２－（２）一人一人の成長を促す生徒指導の推進
主な事業　・いじめ対策等生徒指導推進事業　・教育相談ネットワーク事業
　　　　　・カウンセラー等活用事業

指標1 新潟市生活・学習意識調査の「自律性」「社会性」にかかわる質問項
目のうち，肯定的な回答が前年度の数値を上回った項目の割合（％） H29評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
5指標目標 66.7 66.7 67.0 70.0

進捗状況 61.1 83.3 69.2 90.9

指標2 小学校いじめ解消率（％）※「解消率」…「解消」と「一
定の解消」を合わせたものの割合 H29評価

Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 100.0 100.0 97.0 97.0 100.0

進捗状況 96.2 99.1 95.8 97.4

指標3 中学校いじめ解消率（％）※「解消率」…「解消」と「一
定の解消」を合わせたものの割合 H29評価

Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 100.0 100.0 97.0 95.0 100.0

進捗状況 94.5 96.3 98.1 94.2
指標4 小学校　不登校（30日以上欠席）発生率（％） H29評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

1指標目標 0.38 0.38 0.38 0.40
進捗状況 0.40 0.40 0.44 0.56
指標5 中学校　不登校（30日以上欠席）発生率（％） H29評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

2指標目標 2.65 2.62 2.60 2.64
進捗状況 2.69 2.64 2.64 3.11

指標目標の設定型
Ⅰ型：第3期実施計画の5か年分を設定

Ⅱ型：初年度，中間（もしくは最終）年度等を設定

Ⅲ型：前年度の実績を踏まえて毎年度設定

　　 （原則として前年度設定値以上）

Ⅳ型：数値ではなく文字で設定

指標目標の評価基準　（　）内は減少指標目標　※達成率＝進捗状況値÷指標目標値×100

５：指標を上回って達成　〔達成率105%以上（95%未満）〕

４：指標を概ね達成　　　〔達成率 95%以上105%未満（同左）〕

３：指標をもう少しで達成〔達成率 85%以上 95%未満（105%以上115%未満）〕

２：指標を下回った　　　〔達成率 75%以上 85%未満（115%以上125%未満）〕

１：指標を大きく下回った〔達成率 75%未満（125%以上）〕

□学校内のコンピュータ教室用の端末等
機器，校内LAN用コンピュータ，教職員用
コンピュータの更新を計画通りに実施した。

11－（１）効果的な指導を支援する施設設備の充実
主な事業　・学校ICT環境整備事業　・教育ネットワーク構築事業 H29施策評価 4.0
指標1 タブレット型コンピュータを整備した小・中学校の割合（％）H29評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 34.0 68.0 90.0 100.0 100.0
進捗状況 5.0 34.0 68.0 90.0
指標2 教育ネットワークの構築 H29評価
Ⅳ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

指標目標 調査・研究 調査・研究 導入方法検討 計画策定 開発
進捗状況 ─ 調査・研究 調査・研究 調査検討
○教育用コンピュータ，校内LANコンピュータ，教職員用コンピュータの更新は計画どおりに実施した。
　・教育用コンピュータ� 64校� 2,053台�(内タブレット360台)�更新　　・校内LAN用コンピュータ　42校　130台�(内タブレット3台)�更新
　・教職員用コンピュータ� 64校� 1,151台�更新
○教育ネットワークの導入については，導入内容の検討を行った。平成30年度の調査費の予算が確保でき，プロポーザルにより
「新潟市教育ネットワーク構築基本計画策定業務委託」の業者を選定した。

13－（１）新潟らしい教育改革の推進
主な事業　・区教育ミーティングの開催　・中学校区教育ミーティングの開催

□教育委員が各教育ミーティングに参加
し，地域や中学校区の取組・課題の共通理
解を図った。
○区教育ミーティング
・�上及び下半期に各区１回，計16回開催した。
・�６月から８月にかけて第１回ミーティングを実施
した。意見交換では，いじめ問題や教職員の多
忙化解消，地域行事への児童生徒の参加のあ
り方などが取り上げられた。
・�10月から１月にかけて第２回ミーティングを開催し
た。各区の課題や特徴をテーマに話し合うととも
に，教育委員から他区の事例の紹介などをした。

H29施策評価 4.0

指標1 区教育ミーティングの開催（回） H29評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 16 16 16 16
進捗状況 16 16 16 16
指標2 中学校区教育ミーティングの実施回数（累計中学校区数）→H29～（中学校区数）H29評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 32 56 28 28
進捗状況 8 32 56 28

○中学校区教育ミーティング
・�28中学校区で開催した。防災教育をテーマとし，中学校区単位で作成
されている防災教育プログラムを基に意見交換が行われた。


